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静岡県立大学

　茶学総合講座　中村順行

お茶と健康について

静岡学出張講座

　　　　平25．9.12

2

１　世界のお茶

２　日本のお茶

３　茶の主要成分

４　美味しい飲み方

５　主要な茶成分の機能性

６　機能性を活かした各種商品

3

チャの分類

Genus Camellia
  Subgen. Protocamellia
  Subgen. Camellia
    Sect. Oleifera
       C.oleifera
       C.sasanqua
    Sect. Camellia
       C.japonica
  Subgen. Thea
    Sect. Thea
       C.sinensis
           var.sinensis
           var.assamica
       C.taliensis
       C.irawadiensis
    Sect. Chrysantha
       C.chrysantha
Subgen. Metacamellia 4

Camellia sinensis　

から作られる多様な

お茶は、カフェイン、

カテキン、テアニンな

どの特異成分を含む
が故に世界中の人々

を虜にした

茶の始まり
　　世界最古の茶の科学書　

茶経
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世界のお茶

茶の分類
　　緑茶（不発酵茶）
　　　　蒸し製緑茶 (日本式)
　　　　釜炒り製緑茶 (中国式)
　　青茶「ウーロン茶」（半発酵茶）

　　紅茶（発酵茶）

　　　　　　　※発酵：葉の酵素による酸化反応

　　黒茶「後発酵茶」（堆積茶）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　※発酵：微生物発酵

　　その他
　　　白茶

　　　黄茶

　　　二次加工茶 6

多彩な茶の創造
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お茶によって飲み方も異なる

88

お茶が歴史を動かした

ボストンティパーティ事件(1773)

　アメリカがイギリスから独立する

きっかけとなった事件

イギリスがアメリカに課した茶への重　税

に抗議する人々がボストン湾に茶を投げ
捨てた)

アヘン戦争(1840～1842)

　イギリスで飲茶の習慣が浸透し、茶

の輸入が激増するに伴い大量の銀が
清(中国)に流れたのでその赤字貿易

解消のためにアヘンを輸出したことが

きっかけとなった事件
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A minority race in China

Darjeeling

Sri LankaKenya Indonesia

世界の茶産地
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世界における茶の生産量の推移

世界における茶の生産量

緑茶は機能性の高ま
りから増加している
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世界における茶の輸出量

主要国の茶の輸出量の推移

ケニア

中国
スリラ
ンカ

アルゼ

ンチン

ベトナム
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世界における茶の消費

国別一人当たり茶の消費量

kg/a person
Iraq 2.40
Ireland 2.35
England 2.17
Turkey 2.01
SriLank 1.40
Japan 1.18
India 0.69
Australia 0.68
China 0.45
Kenya 0.40
America 0.35
Indonesia 0.27
Germany 0.25
France 0.22
korea 0.10
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日本への茶の伝来

North china root

Central china root

South china root

北中国・韓国ルート

　奈良時代( A.D.700頃)

中中国ルート
　固形茶、粉末茶の伝来　⇒抹茶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　（A.D.1100頃)

南中国ルート
　淹茶の伝来　⇒　煎茶

　　 ( A.D.1600頃) 14

茶種の変遷

平安時代　　団茶　　　上流階級

鎌倉時代　　抹茶　　　武士、上流階級

江戸時代　　抹茶、煎茶、釜炒り茶　上流階級

　　　　　　　　番茶　　庶民　

明治時代　　煎茶、番茶　　

　　　　　　　　輸出用各種茶　　輸出用

現在　　　　　機械製煎茶　　　国内用

日本における主要な茶の推移
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日本における茶の生産と輸出入の推移
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全国への普及期

多様化への対応期
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茶品種の育成と茶園の変化

優良品種の育成と普及

挿木繁殖茶園による生産性の向上

在来茶園

実生による在来茶園から優良品種の育成と挿木による栄養繁殖茶園
にすることで収量性・品質の向上が果たされた

Yutakamido
ri

Sayamakaori

Kanayamid
ori

Okumid
ori

Yabukit
a
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摘採は手摘みから可搬型摘採機を経て乗用型機械に変わり、著しく摘
採能率が向上してきた

手摘み

可搬型摘採機

乗用型摘採機

摘採方法の変化
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製造方法の変化

製造は手揉みから機械化され、徐々に投入量を増加させるとともに最
近ではコンピュータ制御による自動化に技術革新したことで、日本独
自の生産加工技術を確立し、品質の高位平準化が遂げられてきた

手揉み
機械揉み

機械揉み
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茶種や新製品などへの変化

多用途利用
輸出向け各種
茶の製造

高品質煎茶製法の確立

高品質化

昭和初期までの輸出用各種茶の製造から昭和40年代には高度経済
成長下で茶価は上昇し、消費の拡大した国内需要向けの高品質煎茶
に急速に移行。その後、嗜好の多様化と健康志向による多用途利用
に対応した新製品開発など時代に対応した新商品が開発されてきた 20
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MIE

県　名
面積  
(ha) 生産量

(1000t)

静岡県 19,900 39,900

鹿児島県 8,530 24,100

三重県 3,270 7,620

熊本県 1,640 1,740

京都府 1,560 2,970

福岡県 1,580 2,330

宮崎県 1,620 3,830

埼玉県 1,130 926

佐賀県 1,030 1,930

その他 7,940 6,754

合　計 48,200 92,100

日本における茶の生産
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静岡と鹿児島の生産量の推移
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日本の代表的な茶園風景

直接被覆下茶園

積雪下の茶園(秋田県)

一般的な茶園

(可搬型摘採機用茶園)

乗用型摘採機用茶園

覆下茶園(玉露栽培)
22

静岡県の代表的な茶園風景
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日本茶の種類

24

日本茶の種類

Sencha
  This is the most popular type of tea in Japan. 

Gyokuro
  This is the finest tea in Japan, and its taste is a 
tender sweet astringency and special flavor. 

Tencha
  This is ground in a stone mortar into Matcha 
(Powdered Tea) and used in a tea ceremony. 

Sencha

Tencha

Gyokuro
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日本茶の種類

Bancha
  This is lower grade of tea, made from mature 
leaves and stalks.

Genmaicha
  This is Bancha, in which   poprice and Genmai 
are added, having good flavor. 

Hojicha
  This is lower grade tea, made from Bancha by 
roasting at about 200℃ for a few minutes.

Genmaicha

HoujichaBancha
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各地で飲まれる茶の種類は異なる

煎茶

玄米茶

ほうじ茶
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茶の購入実態
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茶の消費量と購入先の推移
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1990　　　　1995　　　　　2000　　　　　2005　 2007　2008　　

茶の輸出動向

輸出量 輸出量 輸出量

2004 アメリカ 275 香港 74 台湾 60
2005 アメリカ 353 ドイツ 96 台湾 84

2006 アメリカ 865 シンガポール 103 香港 93
2007 アメリカ 750 カナダ 137 シンガポール 94

2008 アメリカ 776 カナダ 162 ドイツ 124

緑茶の輸出量の推移

緑茶の輸出　上位３カ国と輸出量の推移

１位 ３位２位
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茶の主な成分の
機能性の分類

一次機能 栄養性
ビタミン ビタミンＣ、ビタミンＥ、βカロテン

など

ミネラル カリウム、リン、微量必須元素な
ど

二次機能 嗜好性

味 テアニン、遊離アミノ酸、カテキン、
カフェインなど

香り テルペン、アルコール、カルボ
ニール、エステルなどの精油

色 フラボノール、テアフラビン、クロ
ロフィルなど

三次機能 体調調節
ポリフェノール、カフェイン、ビタミン類、γ
アミノ酪酸、微量元素など
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茶の主な成分とその機能性

3232

茶芽の葉位別成分含量

  茶葉の葉位別主要成分含量(%)

　葉位 Tannin Caffeine Amino acids Free Sugars

　一心１葉 14.45 3.50 3.11 0.77

　第2葉 13.02 3.00 2.92 0.81

　第3葉 12.79 2.65 2.34 1.02

　第4葉 12.69 2.37 1.95 1.59

　　茎 6.23 1.31 5.73 2.61

3333

茶期別主要成分組成の推移
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Amino  
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Caffeine

First　  4.28　   　5.2　　　5.8　　　5.13　　　5.18
Third   8. 2　    　8.5　　　8.8　　　8.12　　　8.15

First　  4.28　  　5.2　　　5.8　　　　5.13　　5.18
Third　 8. 2　   　8.5　　　8.8　　　　8.12　　8.15

一番茶期

三番茶期
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a．テアニン

　　　2058 mg%

c．アラニン

d．アスパラギン酸
e．アルギニン

f．セリン
g．その他13種

a．

633 mg%
b

c
d

e f g

b
c
d

ef g

　　　　　　　　　一番茶　　　　　　　　　　　二番茶　　　　　　三番茶

全アミノ酸量　2764 mg%                       991 mg%             617 mg%
（乾物中）　　　　　　　　　　　　　　　　　円の面積は全アミノ酸量を表す

図　　チャ生葉の茶期別アミノ酸量

a．
262 mg%

（山西貞：お茶の科学，裳華堂（ 1992）

施肥時期

新芽の生育

春肥 夏肥Ⅰ 夏肥Ⅱ 苦土石

灰

秋肥芽出し肥

1月　　2月　 3月　   4月　　5月　　6月   　7月　   8月　    9月　 10月　 11月　12月

一番茶

二番茶

三番茶

四番茶

秋整枝

茶期別アミノ酸含量の推移
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茶種別主要成分含量

・緑茶はカテキン類、発酵茶はカテキンの　

　重合体が主体
・ビタミンCは発酵により減少

・緑茶はアミノ酸含量が多い

36

25%

75%

水溶性成分

  ☆カテキン類(10～18%)；抗

　　　　酸化、抗菌、抗がん、生

　　　　活習慣病予防、消臭、抗　
　　　　アレルギーなど
　☆カフェイン(3～4%)；眠気防
　　　　止、強心、二日酔い防止
　☆フラボノール(0.6～0.7%)；
　　　　抗酸化、抗がん、免疫活
　　　　性
　☆ビタミンC(200mg%)；抗酸

　　　　化、免疫活性
　☆ビタミンB(1.4mg%)；抗酸
　　　　化、口内炎予防
　☆サポニン(0.1%）；抗喘息、
　　　　抗菌、血圧効果
　☆テアニン(0.6～2%)；リラッ
　　　　クス、血圧効果　　　　

　　　　　　　　　などなど

不溶性成分

  ☆食物繊維(20～30%)；
　　　便秘予防、大腸がん
　　　予防、心疾患予防
　☆たんぱく質(24%)；栄養
　☆βカロテン(20mg%)；
　　　抗酸化、抗がん、抗糖
　　　尿、抗心疾患、免疫活性

　☆ビタミンE(25～70mg%)；
　　　抗酸化、抗がん、免疫
　　　活性

　☆クロロフィル(0.80%)；
　　　がん予防、抗突然変

　　　異、抗腫瘍、免疫活性

機能性を主体とした茶成分とその特性

茶はカテキンを始め多くの特異的な成分を含有し、それぞれ機能性を
もつため、その機能性を活かした商品も数多く開発されている

３５％

６５％
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四煎目後

5 %

三煎目

7 %

二煎目

1 0%

一煎目

13 %

不溶性成分

6 5 %

煎茶成分の組成と溶出比率

不溶性成分

　粗繊維、タンパク質、カロテン、ビタミンE、

　クロロフィル、その他

水溶性成分

カテキン,
カフェイン,
ポリサッカライド、

アミノ酸、

サポニン、

GABA、

ビタミンC、

ビタミンB、

など

水溶性成分
    35%
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茶の美味しい淹れ方の基本

39

各種茶の美味しい淹れ方

40

主要茶成分の機能性

表 茶の主要三次機能 (機能性)成分の特性と用途

成  分 機  能  性 用  途

カテキン類

抗酸化、抗突然変異、抗がん、コ
レステロール低下、血圧上昇抑

制、血糖上昇抑制、血小板凝集抑
制、抗菌、抗ウイルス、虫歯予防、
抗アレルギー、消臭

食品酸化防止、抗

菌剤、脱臭剤、抗
虫歯剤など

フラボノール
毛細血管抵抗性増加、抗酸化、血
圧降下、消臭

脱臭剤

カフェイン
中枢神経興奮、睡眠防止、強心、
利尿、抗喘息、代謝亢進

眠気防止剤、感冒

剤、強心剤、アレ
ルギー軽減剤

ビタミンＣ 抗壊血病、抗酸化、がん予防 酸化予防剤

ビタミンＥ 抗酸化、がん予防、抗不妊 酸化防止剤

γアミノ酪酸 血圧上昇抑制、抑圧性神経伝達 ギャバロン茶

テアニン
興奮抑制、リラックス効果、血圧

低下、脳・神経機能調節
神経機能調節剤

41

茶の機能性

42

各種緑茶による抗変異活性の違い
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カテキン類による抗がん作用

カテキンなどによるDNA修復作用

44

カテキン類による抗体脂肪抑制作用

45

カテキン類によるその他の機能性
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 血圧降下

 脳神経機能調整

 血管性痴呆症予防作用

 抗腫瘍剤効果増強

 肝がん細胞浸潤抑制作用

0 10 20 30 40 50 60

T heanine
(SHR)

Control
(SHR)

T heanine
(Normal)

Control
(Normal)

-△Mean Blood Pressure (mmHg)

Effect of theanine on mean blood pressure in normal and spontaneous 
hypertensive rats (SHR)

    (H. Yokogoshi, et al. Biosci. Biotechnol. Biochem . 59, 615-618 (1995))

（Japanese Green Tea ，

2001）
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図　脳線条体へのテアニン投与によるドーパミン放出量の増加
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図　　M5076胆がんマウスの肝転移に対する DOXの作用

とテアニンの併用効果（スコア　 0：正常～５：75％以上）

テアニンの機能性

47

カフェインの興奮作用に対

するテアニンの抑制効果

「茶の機能」村松敬一郎ら（学会出版センター）

テアニンによるリラックス効果

48

茶の新需要の事例
表 茶 の新 需要 の 事例

区 分 需 要 分 野 と 応 用 例

茶 と し て 利

用

水出 し 茶 、各種 発酵 茶 、新香 味茶 、ギャバ ロ ン 茶 、低 カフ ェ

イン 茶 、濃 縮茶 、混合 茶 など

飲 用・形態 を

変 えて 利 用

ドリ ンク 茶 、テ ィバ ッグ 、イ ンスタ ン トテ ィ 、粉 末茶 、 微粉
末 茶 (食 用 、 即席 飲 用 、 酒割 用 )、カ ード 茶、 錠 剤茶 、 カプ セ

ル茶 、茶 ワ イン 、緑茶 酒 、スポ ーツ 飲料 、カ テキ ン 粉末 など

食 品・食用 と

し て 利 用

☆ 形 態 を 変えて その まま 食 用 とし て 利用
☆ 食 品素 材 とし て 利用

「素 材 」「食 品」「菓子 類 」「 その 他 」健康 補助 食品

飲 食 料 以 外

に利 用

☆ 衣 料用 な ど

☆ 医 療用
☆ 化 粧品 、石鹸 用 など

☆ 消 臭剤 、脱臭 剤 など

☆ 日 用品 な ど

☆ 建 材 、 家具 、 家電用 品 など
☆ 家 畜 、ペ ット 用品

☆ 植 物活 性用
☆ その 他

茶は飲用だけでなく、食品素材として、さらには機能性成分を活かした
様々な飲食料以外にも利用され、新しいビジネスを創造している
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茶として利用 水出し茶、各種発酵茶、新香味茶、ギャバロン

茶、低カフェイン茶、濃縮茶、混合茶　など

50

飲用形態を変えて利用 ドリンク茶、ティバッグ、インスタン
トティ、粉末茶(食用、即席飲用、
酒割用)、カード茶、錠剤茶、カプ

セル茶、茶ワイン、緑茶酒、ス
ポーツ飲料、カテキン粉末　など

51

食品・食用として利用　
～形態を変えて食用～

いしびき茶、食べる茶、茶のふ
りかけ、ペースト茶、佃煮　など

52

食品・食用として利用　

～食品素材・食品～

「素材」
　　フレーバー、エキス、多用途茶
「食品」
　　茶そば、茶団子、茶かゆ、茶か　
　　まぼこ、ハム、茶料理、ジャム、
　　食用油、ドレッシング、マヨネーズ

53

食品・食用として利用　
～菓子類など～

茶飴、茶羊かん、茶入り菓子、

クッキー、パイ、サブレ、カステラ、
プリン、ガム、キャンディー、チョ
コレート、アイスクリーム　など

54

飲食料以外に利用　　　　　
～衣料、医療、化粧など～

衣料用；シーツ、タオル、シャツ、靴下、寝具、のれん　など
医療用；消臭シーツ、消臭カバー、紙おむつ、マスク　など
化粧品、石鹸用；化粧品、化粧水、スキンクリーム、洗顔
　　　　　　　　　　　パック、石鹸、シャンプー、リンス、入浴
　　　　　　　　　　　剤、歯磨き粉、虫歯予防剤　など
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飲食料以外に利用　　　　　　　　　　
～消臭剤、脱臭剤、日用品など～

消臭、脱臭剤：トイレ用、冷蔵庫用、消臭スプレー、除菌シート等
日用品など：ノート、ティッシュ、トイレットペーパー、うちわ、スリッパ等

56

飲食料以外に利用　　　　　　　　　　
～建材、家具、ペット用品、その他～

建材、家具、家電用品；塗料、ワックス、抗菌畳、空気清浄機、布団乾燥機
家畜、ペット用品；ペット用飼料、卵、豚、さなかの肉質改善、脱臭剤
その他；植物活性用、植物活力剤、土壌改良剤、酸化防止剤など

57

食品等の区分

保健機能食品

一般食品

（いわゆる健康食品含）

栄養機能食品

（規格基準型）

特定保健用食品

（個別許可型）

医薬品

（医薬部外品含む）

（栄養成分含有表示） 栄養成分含有表示

注意喚起表示

栄養成分含有表示

保健用途の表示

（栄養成分機能表示）

注意喚起表示

薬事法で定められた

表示

保健機能食品の許可制度　　　　　　　

特定の栄養成分

を含むものとして、
その機能を表示
する食品

特定の保健の目的で、
摂取により当該保健
目的が期待できる旨
の表示をする食品

最近では健康志向の高まりから、医薬品ではない保健効果の認可さ
れた食品の需要が高まっている。


